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認定操縦訓練生の概要
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認定操縦訓練生
選抜試験合格者

嘱託社員(訓練生)として入社
航空事業本社
乗員訓練室勤務
（東京へリポート）

正社員 登用

機長昇格・業務認定入社試験合格者
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＜操縦訓練指定校＞

日本フライトセーフティ

The special secret of making dreams come true 
can be summarized in four C’s .

They are Curiosity , Confidence , Courage , 
and Constancy.
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入社試験までに
操縦訓練指定校で取得するライセンス

・自家用操縦士技能証明 回転翼
・事業用操縦士技能証明（単発タービン）
・航空無線通信士
・第一種航空身体検査証明書

入校・訓練開始

奨学金として１０００万円貸付

認定操縦訓練生は、入社後に「認定操縦訓練生制度奨学金」として
1000万円の貸し付けを受けることができます。

入社後約2年間の嘱託社員(訓練生)期間を経て、機長昇格・業務認定に
合格後、正社員として8年間操縦業務に従事すれば債務の返済は
すべて免除となります。なお、正社員登用後、勤続9年未満で退職

した場合、残債務は一括返済しなければなりません。

認定操縦訓練生制度奨学金とは

入
社
試
験

途中で認定を外す
場合もあります。



認定操縦訓練生選抜試験（2020年5月頃）

①学力検査(国語・数学・英語) ②パーソナリティチェック（性格診断）

③ AS350 FTDでの適性検査 ④個人面接

中間チェック（2021年 月頃）

① 航空専門分野についての学科試験

② AS350 FTDでのフライトチェック（技能訓練進捗チェック）

入社試験（2022年2月頃）

① 航空専門分野についての学科試験

② AS350 FTDでのフライトチェック（技能実地試験）

③個人面接 (一次・二次)



募集人数 ２名

応募要件

■年齢
２７歳以下（※応募締切日２０２０年４月２７日時点）
（操縦訓練に期間を要するため年齢制限を設けております）

■学歴
２０２１年３月末までに国内外の大学院、大学、短期大学、
専門学校、高等専門学校、高等学校を卒業・修了(見込み)  の方

■健康診断
第１種航空身体検査基準を満たしている方
裸眼視力各眼0.3以上であり矯正視力のレンズ屈折度は-6.0～+3.0ジオプトリー以内であること
オルソケラトロジーを受けていないこと

■その他条件
過去に実施した認定操縦訓練生試験において、不合格の方は
再応募（受験）不可とします。

応募書類
■当社指定のエントリーシート
■航空身体検査証明申請書の写し (第一種航空身体検査基準のもの)
或いは航空機操縦練習許可申請書の写しでも可（但し「第1種
身体検査基準を満たす」という医師の記載が必要）

書類の受付期間
２０２０年４月２７日(月)必着

[郵送先]〒３５０－１１６５ 埼玉県川越市南台３－１４－４
朝日航洋株式会社人事部人事企画グループ
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書類選考

認定操縦訓練生説明会

操縦訓練開始（NFS入校）

定期開催（東京ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）
（日本ﾌﾗｲﾄｾｰﾌﾃｨｰ㈱主催）

合格通知（認定式）

2020年5月上旬実施

認定試験（面接・筆記・FTD） 2020年5月中旬開催

2020年5月下旬発表

2021年1月頃開始

入社採用試験（朝日航洋） 2022年2月頃実施

入社（朝日航洋） 2022年4月1日付
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応募基準（例）

第一種基準を満たす旨の記載があること

第一種身体検査基準欄に〇があること

もしくは・・・
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操縦士育成体系 概略
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１年目

２年目

３年目

４年目

単発小型機 限定変更・型式移行

運航補助員

使用事業機長昇格訓練・審査

運航補助員

使用事業機長として業務認定

（レーザー計測、送電線巡視、報道、空撮、視察調査）

使用事業機長として活躍

（レーザー計測、送電線巡視、報道、空撮、視察調査、野鼠）
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５年目

６年目

７年目

10年目

15年目以降

（機長時間１０００時間）

航空運送事業機長昇格

中～大型多発機 限定変更

キー局報道、ドクターヘリ、防災機、受託機

路線旅客、オフショア、緑化作業、物資輸送

訓練担当操縦士（教官養成）

別型式機限定変更

物資輸送、オフショア、旅客輸送、受託機

主任教官、審査担当操縦士
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